
 
 

「ＩＣＴサービス安心・安全研究会」開催要綱（案） 
 

１ 目的  

２０２０年代の世界最高水準のＩＣＴ社会の実現のためには、世界最高レベルの

通信インフラの整備が必要である。そのためには、料金低廉化・サービス多様化の

ための競争環境の整備のみならず、それと車の両輪をなす安心・安全な利用環境の

観点からも、直面する課題への対応とともに、２０２０年代を見据えた検討が必要

である。 

このような観点から、消費者保護ルールの充実等直面する課題への対応を中心に、

中長期的な制度的対応も要すると見込まれる課題への対応について検討すること

を目的として、本会を開催する。 
 

２ 名称  

  本会は、「ＩＣＴサービス安心・安全研究会」と称する。 
 

３ 検討事項  

(1) 消費者保護ルールの見直し・充実 

(2) ＩＣＴによる２０２０年代創造のための青少年保護・育成の在り方 

(3) その他の検討事項 

 ①ＩＣＴサービスに係る利用者情報の適正な取扱いの在り方と普及促進 

 ②ＩＣＴサービスの進展に応じた新たな課題 

 

４ 構成及び運営  

(1) 本会は、総務省総合通信基盤局長の研究会として開催する。 

(2) 本会の構成員は、別紙のとおりとする。 

(3) 本会には、座長及び座長代理を置く。 

(4) 座長は、本会構成員の互選により定めることとし、座長代理は座長が指名す

る。 

(5) 座長は本会を招集し、主宰する。また、座長代理は、座長を補佐し、座長不

在のときは、座長に代わって本会を招集し、主宰する。 

(6) 本会は、必要があるときは、外部の関係者の出席を求め、意見を聞くことが

できる。 

(7) 座長は、本会の検討を促進させるため、必要に応じて、ワーキンググループ

等を開催することができる。 

(8) ワーキンググループ等の構成員及び運営に必要な事項については、座長が定

めるところによる。 

(9) その他、本会の運営に必要な事項は、座長が定めるところによる。 
 

５ 庶務  

  本会の庶務は、総務省総合通信基盤局電気通信事業部消費者行政課がこれを行う

ものとする。 

資料 １ 



 

 

「ＩＣＴサービス安心・安全研究会」構成員（案） 
 

（敬称略・五十音順） 

 

 

【構成員】 

 

相田 E

あ い だ

A27B A E仁 E

ひとし

 28B東京大学大学院工学系研究科教授 

AE大谷 E

おおたに

A29B AE和子 E

か ず こ

 30B株式会社日本総合研究所法務部長 

AE岡村 E

おかむら

A31B AE久 E

ひ さ

AAE道 E

み ち

 32B弁護士・国立情報学研究所客員教授 

AE清原 E

きよはら

A33B AE慶子 E

け い こ

 34B三鷹市長 

AE桑子 E

く わ こ

A35B AE博 E

ひ ろ

AAE行 E

ゆ き

 36B違法・有害情報相談センター長 

AE是枝 E

これえだ

A37B AE伸彦 E

のぶひこ

 38B電気通信サービス向上推進協議会長 

AE近藤 E

こんどう

A39B AE則子 E

の り こ

 40B老テク研究会事務局長 

AE宍戸 E

し し ど

A41B A E常 E

じょう

AAE寿 E

じ

 42B東京大学大学院法学政治学研究科教授 

AE新保 E

し ん ぼ

A43B AE史生 E

ふ み お

 44B慶應義塾大学総合政策学部教授 

AE長田 E

な が た

A45B AE三 E

み

AAE紀 E

き

 46B全国地域婦人団体連絡協議会事務局次長 

AE新美 E

に い み

A47B AE育 E

い く

AAE文 E

ふ み

 48B明治大学法学部教授 

AE橋元 E

はしもと

A49B AE良 E

よ し

AAE明 E

あ き

 50B東京大学大学院情報学環教授 

AE平野 E

ひ ら の

A51B A E晋 E

すすむ

 52B中央大学総合政策学部教授 

 

 

（別 紙） 
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